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千
葉
市
社
協
行
動
プ
ラ
ン
（
第
三
次
地
域
福
祉
活
動
実
施
計
画
〈
平
成
30

～
32
年
度
〉
）
が
５
月
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
社
協
椎
名
地
区
部
会
は
総
会
を

５
月
19
日
に
開
催
し
、
全
て
の
事
項
が
可
決
さ
れ
、
行
動
指
針
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
活
動
内
容
と
市
社
協
重
点
取
組
み
６
項
目
と
を
関
連
さ
せ
、
今

後
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

一

見
守
り
活
動
の
推
進

見
守
り
と
は
高
齢
者
に
対
し
て
見
守
り
支
援
者
が
側
面
的
に
見
守
り
を
す

る
と
い
う
狭
義
的
な
考
え
で
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
地
域
の
住
民

み
ん
な
が
「
見
守
り
、
見
守
ら
れ
る
」
と
い
う
相
互
扶
助
の
意
識
に
立
っ
た

考
え
で
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
意
識
改
革
を
目
指
す
活
動
が
見
守
り

活
動
で
す
。

○
高
齢
者
・
障
害
者

①
古
市
場
団
地
お
元
気
確
認
委
員
会
の
推
進
充
実

②
他
地
域
へ
の
拡
大
、
③
地
域
に
お
け
る
住
民
の
声
か
け
運
動
の
促
進

○
子
ど
も

①
地
域
の
挨
拶
運
動
促
進
②
自
分
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

二

地
域
支
え
合
い
活
動
の
促
進

支
え
合
い
と
は
人
間
関
係
の
絆
づ
く
り
で
す
。
心
の
問
題
、
物
質
的
な
問

題
、
生
活
の
諸
問
題
を
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る

環
境
作
り
で
も
あ
り
ま
す
。
「
声
を
か
け
て
み
よ
う
。
お
裾
分
け
を
し
て
み

よ
う
。
お
茶
を
飲
み
合
う
時
間
を
作
っ
て
み
よ
う
」
そ
の
心
を
大
切
に
。

○
高
齢
者
・
障
害
者

①
福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催
②
歳
末
独
居
高
齢
者
慰
問

○
子
ど
も

①
福
祉
授
業
の
支
援
②
学
校
教
育
・
行
事
へ
の
支
援

③
地
域
伝
承
文
化
「
羯
鼓
舞
」
の
充
実
④
認
知
症
授
業
の
促
進

三

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
促
進

「
集
ま
っ
て
み
よ
う
。
参
加
し
て
み
よ
う
」
「
参
加
し
た
ら
大
き
な
声
を
出

し
て
み
よ
う
。
大
い
に
笑
っ
て
み
よ
う
。
体
を
動
か
し
て
み
よ
う
。
食
べ
て

飲
ん
で
み
よ
う
」
そ
れ
が
心
と
体
を
生
き
生
き
と
活
性
化
さ
せ
て
く
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
【
薬
】
に
な
る
の
で
す
。

○
高
齢
者
・
障
害
者

①
古
市
場
地
区
の
内
容
の
充
実
（
楽
器
演
奏
の
取
入
れ
）

○
子
ど
も

①
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
継
続
す
る

四

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
的
な
取
組
み
の
相
談
支
援

椎
名
地
区
に
は
社
会
福
祉
法
人
の
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
。
近
く
に
小
規
模

施
設
が
あ
り
ま
す
が
十
分
な
連
携
は
と
れ
て
い
ま
せ
ん
。
見
学
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
は
出
来
ま
せ
ん
。
今
後
は
近
隣
の
施
設
に
お
い
て
公
的
な
取

組
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
連
携
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
高
齢
者
、
障
害
者

①
椎
名
地
区
に
は
社
会
福
祉
法
人
施
設
は
無
い
。
近
く
の
施
設
と
の
交
流

を
充
実
さ
せ
取
組
み
を
支
援
す
る
。

○
子
ど
も

①
施
設
と
学
校
と
の
委
員
会
を
活
用
し
て
交
流
促
進
を
図
る
。

五

Ｃ
Ｓ
Ｗ
を
中
心
と
し
た
生
活
支
援
の
展
開

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
名
称
聞
い
た
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
。
「
社
会
福
祉
協
議
会
は
何
を
目
的
と
し
た
行
動
を
す
る
の
か
も
は
っ

き
り
し
な
い
、
皆
目
検
討
が
つ
か
な
い
」
そ
こ
で
椎
名
地
区
で
は
名
称
を

「
椎
名
社
協
・
区
社
協
な
ん
で
も
相
談
会
」
と
い
た
し
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず

①
Ｃ
Ｓ
Ｗ
担
当
者
は
理
事
会
に
参
加
し
福
祉
の
情
報
提
供
を
す
る

②
Ｃ
Ｓ
Ｗ
担
当
者
自
ら
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
活
動
に
参
画
す
る

○
高
齢
者
、
障
害
者

①
地
域
の
健
康
相
談
の
促
進
②
あ
ん
し
ん
、
健
康
課
、
社
協
、
自
治
会

と
の
関
連
促
進
③
支
援
体
制
の
組
織
化
を
図
る
。

○
子
ど
も

①
学
校
の
福
祉
教
育
の
支
援
、
出
前
授
業
に
取
組
む
。

六

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
、
運
営
に
向
け
た
体
制
・
強
化

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
運
営
に
つ
い
て
は
、
社
協
独
自

で
推
進
す
る
の
で
は
な
く
、
地
区
連
協
・
協
議
会
等
と
提
携
し
て
推
進
を
図

り
、
そ
の
中
で
社
協
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

お
り
ま
す
。

○
地
域

①
町
内
の
避
難
場
所
、
発
電
機
の
所
有
者
、
②
井
戸
水
の
確
保
で
き
る

家
の
確
認
、
③
高
齢
者
・
独
居
高
齢
者
、
障
害
者
、
認
知
症
者
の
確
認

○
高
齢
者
、
障
害
者

①
災
害
時
に
お
け
る
見
守
り
希
望
者
の
把
握
、
②
災
害
時
の
避
難
方
法

○
子
ど
も

①
災
害
時
に
お
け
る
身
の
守
り
方
の
理
解
。

平
成
30
年
度
（
第
三
次
地
域
福
祉
活
動
実
施
計
画
）

「
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
・
ひ
ろ
め
る
」

千
葉
市
社
協
行
動
プ
ラ
ン
重
点
取
組
６
項
目
と

社
協
椎
名
地
区
部
会
行
動
目
標
と
の
関
連



一

学
制
発
布

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
８
月
に
政
府
は
日
本
の
近
代
化
の
た

め
に
は
教
育
の
充
実
が
不
可
欠
と
考
え
『
学
制
』
を
発
布
し
、
小

学
校
の
設
立
、
就
学
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
『
学
制
』
は
、
『
学
問
は
身
を
立
つ
る
の
財
本
』
と
い
う

考
え
に
立
ち
、
以
後
一
般
の
人
民
（
華
族
士
族
・
農
工
商
及
び
婦

子
）
に
、
『
必
ず
邑
（
む
ら
）
に
不
学
の
子
な
く
、
家
に
不
学
の

人
な
か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
。
』
と
、
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
の

『
学
制
』
は
小
学
校
が
下
等
小
学
校
４
年
、
上
等
小
学
校
が
４
年

の
８
年
制
で
し
た
。

二

「
致
」と
は
、
『論
語
』の
言
葉

・
『
論
語
』
巻
十
子
張
十
九
の
七

『
論
語
』

「
子
夏
曰
、
百
行
居
肆
以
成
其
事
、
君
子
學
以
致
其
道
」

・
読
み
下
し

子
夏
が
い
わ
く
、
百
行
、
肆
（
し
）
に
て
以
て
其
の
事
を
な
す
。

君
子
、
学
び
て
以
て
其
の
道
を
致
す
。

・
現
代
語
訳

子
夏
が
い
っ
た
。
「
職
人
た
ち
は
仕
事
場
に
い
て
そ
れ
で
そ
の

仕
事
を
し
あ
げ
る
。
君
子
は
学
問
を
し
て
そ
れ
で
そ
の
道
を
き

わ
め
る
。

・
『
致
』
の
意
、
い
き
つ
く
こ
と
。
『
致
』
の
解
字
『
至
』
矢
が

一
直
線
ま
で
と
ど
く
さ
ま
、

・
『
攵
』
足
で
歩
い
て
目
標
ま
で
届
く
こ
と
「
会
意
兼
形
声
」

三

文
化
二
年
鶴
岡
市
に
庄
内
藩
校
「致
道
館
」が
設
置

山
形
鶴
岡
市
に
庄
内
藩
校
「
致
道
館
」
が
あ
り
ま
し
た
。
庄
内

藩
酒
井
家
九
代
忠
徳
（
た
だ
あ
り
）
が
敗
退
し
た
士
風
刷
新
し
て

藩
政
の
復
興
を
図
る
た
め
に
文
化
２
年
（
１
８
０
５
）
に
創
設
し

た
学
校
で
し
た
。

高
梨
家
は
天
文
二
十
二
年
（
１
５
５
３
）
武
田
信
玄
と
の
戦
い

に
敗
れ
、
高
梨
城
は
落
城
し
、
曽
祖
父
高
梨
頼
宗
は
越
後
に
下
り

ま
し
た
。
以
後
二
百
有
余
年
の
月
日
が
経
っ
て
い
る
が
、
高
梨
来

三
氏
は
「
致
道
館
」
に
つ
い
て
祖
父
か
ら
聞
い
て
い
た
こ
と
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
学
制
発
布
と
と
も
に
、
こ
の
考
え
を
生
か
し
た
い

と
思
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

四

高
梨
家
と
は

・
中
世
初
期
頃
に
、
上
高
井
郡
中
部
以
北
に
井
上
・
高
梨
・
村
山

ら
の
土
豪
が
あ
り
高
梨
氏
は
北
方
の
小
布
施
町
地
域
を
中
心
に

興
っ
て
い
る
。

・
中
世
初
期
に
現
れ
る
八
条
院
領
東
庄
は
「
狩
田
郷
（
現
小
布
施

町
）
」
の
広
大
な
荘
園
に
ま
で
成
長
。

・
鎌
倉
時
代
後
期
檬
原
庄
（
く
ぬ
ぎ
は
ら
）
一
帯
は
檬
高
梨
氏
が

そ
の
中
心
勢
力
と
な
る
。
高
井
郡
の
豪
族
に
て
井
上
党
と
す
。

高
梨
氏
は
信
濃
源
氏
の
名
家
で
あ
っ
た
。

・
武
田
と
の
戦
い
に
お
い
て
、
一
人
楯
籠
り
戦
う
。
仲
間
の
裏
切

り
に
あ
い
落
城
、
越
後
に
下
る
。

・
高
梨
再
興
を
期
し
て
源
頼
朝
を
頼
っ
て
東
国
に
下
る
。

・
苅
田
子
郷
に
所
領
を
頂
き
再
起
を
期
す
。

・
千
葉
常
長
卿
六
男
胤
光
椎
名
城
築
城
、
城
主
と
な
る
。

五

高
梨
城
址
と
は
難
所
不
落
の
城
址

・
中
の
平
高
菜
、
三
六
万
貫
三
方
大
河
流
れ
、
鴨
の
岳
よ
り
黒
岩

の
峰
高
く
、
流
れ
の
末
ま
で
も
屏
風
立
た
る
如
く
に
て
、
い
り

口
は
一
方
口
、
特
に
一
騎
打
ち
の
難
所
な
り
、
こ
れ
を
破
ら
ん

事
多
少
劫
を
ふ
る
と
も
い
か
で
叶
候
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

六

高
梨
来
三
氏
学
校
を
創
設

高
梨
家
は
苅
田
子
郷
に
て
清
酒
「
高
千
穂
」
の
醸
造
業
を
営
ん

で
い
ま
し
た
。
高
梨
来
三
氏
は
学
制
発
布
と
と
も
に
『
官
立
学
校

設
立
伺
書
』
千
葉
県
令
柴
原

和
殿
に
提
出
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
学
校
創
設
者
高
梨
来
三
氏
（
想
定
）

・
苅
田
子
は
第
二
十
四
番
中
学
校
内
四
十
六
番

・
小
学
名
称
「
致
廣
小
学
校
」
（
格
物
小
学
校
）

・
学
校
十
四
番

・
地
所
・
宝
蔵
寺

苅
田
子
成

坪
数
三
十
二
歩
・
畳
数
二
十
二
畳

・
児
童
数
二
十
七
名
（
男
子
）
『
文
部
省
年
報
』

主
者
（
校
長

寿
多

榮
）
苅
田
子
に
設
立

右
の
通
設
立
仕
度
此
段
奉
伺
候
成

氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
国
は
世
界
に
通
用
す
る
人
材
の
育
て

な
け
れ
ば
益
々
と
り
残
さ
れ
て
い
く
と
の
考
え
に
立
ち
、
政
府
の

施
策
に
賛
同
し
た
の
で
し
た
。

氏
は
高
梨
家
の
隣
の
菩
提
寺
「
宝
蔵
寺
」
を
学
校
と
し
て
提
供

し
、
教
育
者
と
し
て
の
道
へ
と
進
ん
だ
の
で
し
た
。

「
聖
寶
寺
」
は
明
治
四
十
四
年
当
時
谷
津
村
字
宮
ノ
下
に
あ
っ

た
「
聖
法
寺
」
と
合
併
し
「
聖
寶
寺
」
改
名
し
ま
し
た
。

七

高
梨
来
三
の
命
名
し
た
「致
廣
小
学
校
」の
思
い

「
致
廣
」
と
命
名
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
た
い
で
す
。

武
士
の
時
代
は
上
意
下
達
の
組
織
で
あ
り
、
一
般
市
民
人
は
意

見
を
具
申
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
社
会
で
あ
り
ま
し
た
。

高
梨
来
三
は
先
祖
は
戦
乱
の
世
を
勝
利
と
敗
北
の
辛
酸
を
な
め
、

今
は
こ
こ
苅
田
郷
で
穏
や
か
な
営
み
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
に
な
り
学
制
が
発
布
さ
れ
、
農
工
商
婦
女
に
教
育
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
社
会
の
大
き
な
変
革
で
し
た
。

創

設

明
治
六
年
十
月

『
致
廣
小
学
校
」
（
現
椎
名
小
学
校
）

校
名
に
込
め
れ
た
高
梨
来
三
氏
の
思
い

学
ぶ
意
欲
あ
る
も
の
は
、
自
分
の
道
を
広
め
て
い
き
、
自
由
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た

人
達
へ
の
御
恩
返
し
と
し
て
、
お
寺
を
学
校
と
し
て
使
い
、
才
覚

を
あ
る
子
ど
も
の
た
め
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

「
致
廣
」
と
は

①
未
来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
世
界
の
知
識
を
学
び
そ

れ
を
生
か
し
日
本
の
発
展
に
寄
与
す
る
人
間
を
育
成
に
す
る
。

②
椎
名
近
郷
か
ら
、
日
本
の
社
会
を
背
負
っ
て
い
く
人
間
を
育

成
し
村
の
発
展
に
寄
与
し
て
人
材
を
育
て
る
。

③
廣
く
知
識
を
求
め
、
最
後
ま
で
探
求
し
、
自
己
を
磨
き
、
他

の
範
た
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。

八

高
梨
恕
平
氏
の
父
来
三
氏
の
教
育
観
を
受
継
ぐ

高
梨
恕
平
氏
は
安
政
六
年
（
１
８
５
９
）
二
月
十
八
日
。
高
梨

来
三
・
さ
だ
の
長
男
と
し
て
刈
田
子
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
氏
は

幼
い
時
か
ら
和
漢
の
学
を
須
田
栄
・
坂
本
日
桓
（
に
っ
か
ん
）
に

学
び
ま
し
た
。
学
制
が
発
布
さ
れ
た
と
き
、
恕
平
氏
は
十
三
歳
で

し
た
。
そ
の
後
酒
造
の
学
問
を
深
め
左
記
の
要
職
に
就
き
ま
し
た
。

・
明
治
二
十
二
年
椎
名
村
会
議
員

・
明
治
二
十
四
年
同
村
収
入
役

・
明
治
二
十
八
年
同
村
助
役

・
明
治
三
十
二
年
同
村
村
長

・
明
治
三
十
四
年
椎
名
村
高
等
科
新
増
設
に
当
た
り
敷
地
、
並
び

に
金
円
を
寄
付
、
県
知
事
か
ら
表
彰

・
明
治
三
十
六
年
千
葉
郡
会
議
員
に
選
出

・
明
治
四
十
年
二
月
県
会
議
員
補
欠
選
挙
に
千
葉
郡
か
ら
憲
政

党
系
候
補
と
し
て
立
候
補
当
選

・
明
治
四
十
年
。
九
月
、
四
十
四
年
九
月
の
選
挙
に
当
選

・
大
正
四
年
九
月
ま
で
在
職

・
大
正
九
年
六
月
二
十
一
日
死
去
・
六
十
一
歳

「
『
千
葉
県
議
会
史
議
員
名
鑑
』
編
纂
者
千
葉
県
議
会
史
編
纂

委
員
会
・
発
行
者
千
葉
県
議
会
・
昭
和
六
十
年
三
月
発
行
」

九

「
致
廣
小
学
校
」創
設
地
に
記
念
碑
の
設
置
を

「
致
廣
小
学
校
（
宝
蔵
寺
苅
田
子
町
一
番
地
）
」
は
現
在
も

残
っ
て
い
ま
す
。
土
地
の
周
り
に
は
石
仏
が
何
体
も
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
に
記
念
碑
を
立
て
後
世
に
残
し
た
い
。

周
り
を
整
備
し
て
公
園
と
し
て
活
か
し
て
い
き
た
い
。
使
っ
て

な
い
石
を
一
つ
づ
つ
持
ち
寄
り
、
椎
名
の
誇
り
と
し
て
で
き
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
と
し
て
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
創

設
者
の
思
い
も
叶
う
し
、
椎
名
小
学
校
で
学
ぶ
子
ど
も
の
指
針
と

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昔
を
語
る
人
も
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
資
料
や
学
ん
だ
人
が
い

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
岡
本

博
幸
）


